
工事用

取付け要領書
注意事項

施工する前のドアや枠材は直射日光の当たらない場所へ保管して下さい。

保管の際は、 長時間の横積みの状態はなるべく避けて下さい。 ドアやパネルが反ってしまう恐れがあります。

 

・

持ち手や引き手にぶらさがったり、 足場にしたり、 物を掛けたりしないでください。 危険ですし、 持ち手等が

正常に機能しなくなる恐れがあります。

錠前は分解、 改造しないでください。 中の部品が飛び出して思わぬケガをしたり、 正しく組立て直すことが出

来なくなることがあります。

・

・

・

・

ロッド棒を出したままドアの開閉をしないでください。 錠受けが破損する原因となります。

油圧ドアクローザは、 ドアを自動的に閉じるためのもので、 油圧によりゆっくり閉じる構造になっています。

季節の温度変化等により、 ドアの閉じる速度が変わることがあり、 極端に速度が速くなるとケガをすることがあ

ります。 ドアの閉じる速度は、 調整弁によりコントロールすることができますので、 調整してください。

・

・

レール内部の金物は分解、 改造しないでください。 中の部品が飛び出して思わぬケガをしたり、 正しく組立て

直すことが出来なくなります。

レールを取付けるに当たり、 レールベース下地補強板をリベット固定する際に下穴を開けますが、 この際に壁

パネルの裏側へ貫通又は打痕が出ないように注意してください。

・

・

・

扉を吊る前に、 表面材の養生シートを “剥がして” おいてください。 特に裏側については、 吊り込み後には大

変 “剥がし難い” 状態になります。

レールおよびレールベース取付けの際に発生する切粉は、 吸引やエアブローなどで完全に除去してください。レールおよびレールベース取付けの際に発生する切粉は、 吸引やエアブローなどで完全に除去してください。

掃除の際には柔らかい布やスポンジなどを使い、 金属タワシや金ベラなどの使用は避けてください。

金属ヘラやタワシなどで擦るとアルマイトや塗装が剥げたり傷がつき、 錆びや腐食の原因となります。 また、

塩分 ・ 酸 ・ アルカリなどが付着すると錆びや腐食の原因になりますので、 すぐにふき取ってください。
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１． 化粧枠の組立て

４． ドアの吊込みおよび高さ調整

工事手順について

２

２． 開口部への取付け ２

３． レールベースの取付け ４

４

１． ドアロックの調整

２． サニタリーカバーの取付け

１． ズレゴムの処理

４． シリンダー / サムターンの交換方法

オプションについて

その他

１０

１１

１３

３． 床付けストッパーの取付け １２

１４

２． ベロゴムのコーナー処理 １４

３． ベロゴムの調整 １４

７． 油圧クローザの調整

８． ストッパーおよびキャッチの位置固定

６． ガイドブロックの取付け ６

７

７

９． 連結レールの取付け ８

１０． レールカバーの取付け ９

５． チェーンブラケットの取付け ５

全体構成について

１． 構成部品および名称 （片引）

２． 構成部品および名称 （両引）

１

１

はじめに

１． 開口部の確認 ２
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両引 （錠なし / 非連動）

両引 （錠付き / 非連動）

１． 構成部品および名称
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※ 両端は４０ｍｍずつマイナス
     して取付けています。
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Ⓐ Ⓑ の寸法は取付け図面を
Ⓐ Ⓑ
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両引 （左）

両引 （右）

吊金具

チェーンブラケット

ワイヤー

ワイヤー

チェーン

チェーン

アップセット
Ｍ６×１２

吊金具

チェーンブラケット

アップセット
Ｍ６×１２

１） 片吊金具に取付けてあるボルトでチェーンブラケットを固定してください。

 　５． チェーンブラケットの取付け
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